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本報告書では、ＪＲ東日本グループにおけるさまざまな取組みについて、グループ経営構想Ⅴに掲げる６つのテーマに基づいて「安全」「社会」
「環境」の３つの柱に分類し、記載しています。

ＣＳＲ報告書の３つの柱

【安全】
安全の基本的な考え方としての「グルー
プ安全計画2018」のもと、グループ全
体で「究極の安全」に向けて取り組んで
いることについて記載しています。

【社会】
輸送サービスを含めたサービス品質向
上・インバウンド等のお客さまへの取組み、
地方創生・子育て支援事業等の地域社会
への取組み、ダイバーシティ等の取組み
について記載しています。

【環境】
環境負荷低減に向けて、各職場での主
体的な環境活動を推進していくとともに、
2020年度および2030年度目標の達成
をめざし、システム革新や新たな削減メ
ニュー導入等の取組みについて記載して
います。
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